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京都大学高等教育研究開発推進センタ-では,大学教員に よ る 日 常 的 な 教 育 改 善 活 動 に 根 ざ
した相互研修聖断EB(プアカ ル テ ィ ｡デ ィ ベ ロ ッ プ メ ン ト ) の 組 織 化 を め ざ し て , 大 学 教 育 に
関す るさまざまな 教 育 改 革 や 実 践 研 究 を 行 っ て き た ｡ 本 稿 で は , こ の う ち 瓦G W の 利 点 を 活 頗 し
た 野馳 実 践 に 焦 点 を あ て て 報 告 を 行 う ｡ 本 セ ン ターの 野馳 に 対 す る 考 え 方 を 示 し た 後 , 京 都 太
学 と 鳴 門 教 育 大 学 の 授 業 を イ ン ターネ ッ ト 回 線 で 接 続 し オ ン ラ イ ン 上 で グ ル ー プ 議 論 を 行 う 学
㍉ 字 等 正 三;-:'･-1の 遠 隔 音 '-拷.i:I-: 巨 .･I/ 仁}十 二:･二 ･_i-:_/.･.~iI::-I/:/ ｣一 :jJ.:I..,ニ工 :!l･∴ ∴豆 1=I.日 工 つ い 7.- .
そ の 授 業 デ ザ イ ン と 実 践 に 関 す る 報 告 を 行 う O 次 に , 大 学 教 員 の 相 互 研 修 と そ の 組 織 化 を め ざ
し て 構 築 し た ウ ェ ブ サ イ ト ｢大 学 教 育 ネ ッ ト ワ ー ク ｣ に つ い て 概 観 し た 後 , オ ン ラ イ ン で 公 開
授 業 ｡検 討 会 を 実 現 す る 新 た な シ ス テ ム ｢W e毎公 開 授 業 ｣ に つ い て 開 発 の 経 緯 と デ ザ イ ン に つ
い て 述 べ , 今 後 の 遅 周 上 の 課 題 に つ い て 考 察 す る ｡ 最 後 に こ れ ら の 取 り 組 み が ど の よ う に 実 質
的な野馳 活 動 と し て 日 常 的 教 育 文 脈 で 活 周 さ れ る べ き か に つ い て 述 べ る ｡
･- ･:




緑 EB)の実施が ｢義務化｣された (大学院設置基準第息趨
条 の 3)｡ これに引き続き9東学設置基準についても野馳
の ｢義 務 化 ｣へ向けた議論が進行しつつあ り,東学関係
者 は , ｢授 業 の 内容及び方法の改善を図るための組織的
を 研 修 及 び 研 究 の 実 施 ｣に対する社会的説明責任 を果た
す た め の 具 体 的 対 応 に つ uBて検討せざるを得をW状況に
手1..:.ノ｡ 丁 :I:二-I:L=.:-;:.三･I:-,7.iI.,Ai;-言 ∴:･'IlT＼:し ::∴トミ~:r.…-I,･∴∵･
ン ポ ジ や ふ や 公 開 研 究 会 な ど が 全 国 各地で頻繁に開催 さ
れ て い る こ と を 見 て も 9 大 学 関 係 者 の 野馳の ｢義務化｣
に 対 す る 関 心 の 高 さ が 伺 え る (例 え ば , 京 都 高等教育研
I-:I.二王 ･;: 一一… 宣 -;ニト 二 ､ ~ --I- ~二 ･;:T.一工･:I I:T二三F'.､∴享
等 教 育 研 究 開 発 推 進 七 汐 夕 二 乗 北 東 学 高等教育 開発推
進 セ ン タ ー )｡
筆 者 が 所 属 す る 京 都 東 学 高 等 教 育研 究 開発推 進 セ S,
夕 - (以 下 9 本` セ ンタ bJ タ と略す) の高等教育教授 を
∴ = ⊥- il-=三.-:喜巨 ∫ニー ∴子室 二,‥ 三:-孝}∵･:'､ .~= ,_層･-.･T-･･.二~
ダー (盈99叡6-2⑳⑬3◎3) にお け る業務 を引継 ぎなが ら9
大学教 育 に関す る さまざまな教育改革や実践研究 をおこ
京都大学 高等教育研究開発推進センター
な っ て むもる ｡ こ れ ら の 活 動 は , 大 学 数 贋 が 個 考 の 教 育 的
文 脈 に お い て 日 常 的 に お こ な っ て kBる 自 生 的 な 教 育 改 善
活動や教育能力の向 上 を 土 台 に , 相 互 研 修 と し て 組 織 化
してい 宅ことを目指 している｡われわれ は こ れ を ｢相 互
研修型野馳の組織化｣ と呼んでいる (京都東学高等教育
薄手･亘工:'.i.I:-主一･二 /･:一一∵∴ r∵:_I,),. -･'∵㍉十重!-l,:..浅.,i;-'･:､.,
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る教育改善が うま宅機能 しないときに,これを補』も9支












度後期から ｢授業アンダー 矩｣を実施 してきたが,単に
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本授業は,大学間でのグループ議論が作業 の 中 心 と な
るが,議論のテーマや進行の仕方をすべて学 生 に 委 ね た
｢学習者構成型｣の授業である｡後述するよ う に , 議 論
の進行に教員は基本的に介入 しないとなう う 立 場 を と る｡
この極端なまでの学生主導による授 業 形 態 の 導 入 に つ い
ては9若干の説明を要する｡本 セ ン タ ー で は 大 学 授 業 研
究の中心的活動として ｢公開授 業 ◎ 検 討 会 ｣ を 実 施 し て








































(ネッ トミーテ ィング,マ イ クロソフ 牛社)(写真i),
全体での議論のために,テ レビ会議システム (ポ リコム
社)(写真2)を利周 した｡本授業のために 『京鳴バーチャ
ル 教 育大学』 という名称 の ウェブサイ わを,尊周のウェ




















が特徴で あ る｡ この意味で,神藤のいう新しい可能性と
しての e ラ ー ニ ン グ として位置づけられる｡ちなみに,
教育学 を 学 ぶ 立 場 で あ ること9教育に対する興味をもつ
とい う 点 で は 9 両 者 の 多 く の部分は9文化的に同質であ
る｡




















































































第逮回 (5/且且) 全体で毎己紹介 (テレビ会議システム)
ビデオチヤツか (且回目)(接続不良)
第ら回 (5/胤8) ビデオチャット (2回冒)(接続不良)
第6回 (5/25) ビデオチャット (3回冒)(接続不良)
第7回 (6/息) ビデオチャット (4回冒)
第8回 (6/8) ビデオチャット (5回冒)

























述べることが目的ではないため,グル ー プ 議 論 の 進 行 の
詳細については酒井 や田中 (2005)に譲 る こ と と し ,こ
こではグループ議論の流れを大まかに紹 介 し て おく｡
各班は,授業中のビデオチャットを介 し て の議論を中










大 学 口吸 息件当
平均字数
且班
京 大 23 798
場 数大 乱0 477
京 大 35 705
鳴敦大 乱1 287


























































































また, 実 際 の 大 学 授 業 に 教 員 の 小集団が深く関わり,学
習者 と 教 員 の 多 重を関係において相互行為が繰り返され
た｡ こ れ は,教員にとっては自己相対化の契機であった｡
I:.-:lL ≒ =-:ン=I-･,;t':-･上に黒帯㌻壬,:-I:t二手､二日･:1;ご･-JT














表 4 大学教育ネットワーク ｡トップページ-のアクセ
ス数 (2007年)*

























































｢we毎公 開授業｣ は,大学教員 の授業改善のための研
修の場 としてオ ンライン上 に構築 した ｢公 開授業 ◎検討
会｣ システムである5)｡授業者 の承諾 を得 て授業映像 を
公開 し,視聴者 は,オンデマ ン ドで視聴 した映像 をもと
に,電子鴎示板上で授業検討会 に参加す る｡ この ような
形での ｢公開授業 ◎検討会｣-の参加 を希望す る教員 に
対 してその機会 を提供で きる｡時間的空間的制約 によ り
参加が困難 な教農 にとっては9アクセスの可能性 を拡大
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偏 りがちだったが9｢内容を効果的に数えるための知識







と いっ た メ リ ッ ト も あ ろ う ｡
I- ~ ' r ~ ､∴ ･-T=l=.-:i
｢闇 海 亀 公 開 授 業 ｣ を 開 発 す るに あ た っ て は ,オフライ
ン の そ れ を 忠 実 に 置 き 換 え る方 向 で な 宅 タ ｢オンライン
上 に 新 た に 構 成 さ れ る研 修 の 場 ｣ が で き るだけ豊かにな
るよ う , 授 業 映 像 の 提 示 方 法 や 電 子 掲 示板の利潤につむ3




























映像の撮影と編集についてのフローを図 8 に 示 す ｡ 音
声をなるべ く高品質で捕らえるた め に , 授 業 者 周 と 学 生
周の計3台のバウンダリマイクロ フ ォ ン を 健 周 し た ｡ 音
声のバランスは,アナログミキ サ ー に よ っ て 撮 影 者 が 収




た映像は,授業後に映像合 成周の機器 (マルチ ビューワ
二･I,;-/-I.':I/.:_-I:二rJ'-I:.､二二ニ宣iI) :,藍,･登って :･下車 1-::に賢丈した










付資 料 も , ダ ウ ンロー ド可能となっている｡
授 業 映 像 の視 聴 や授業概要などの資料の閲覧をもと
に タ 参 加 者 は 配 信 授 業 ごとに周意される電子掲示板上で
議 論 を 行 う ( 図 9 ) ｡ 授 業 映像を見る際の視点や発言の
際 のポ イ ン ト な ど を ま と め た ｢授業映像を見るときのガ
イ ド ラ イ ン ｣ のペ ー ジ へ の リ ン ク や,電子掲示板上から
参 加 者 の プ ロ フ ィ ー ル ( 図 且 0 ) - のリンクが頗意され
- 385-
= =
て お り9 初 参 加 者 に 対 す る 支 援 も お こ な っ て 』もる ｡ 以 下
に 示 す ｢授 業 映 像 を 見 る と き の ガ イ ド ラ イ ン｣ は , ブ､-
バ - ド大 学 デ ♭ ク ボ タ セ ンタ ー の 授 業 映 像 視 聴 に 関する
ガ イ ド ラ イ ンを 参 考 に 作 成 し た も の で あ る ｡
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現 在 タ ｢闇海亀公開授業｣は限定された共同研究者間で
の 試 行 段 階であり,一般には公開してnない｡現時点で













表 5 ｢公開授業 ◎検討会｣ と ｢We魁公開授業｣の比較
公開授業 昏検討会 We毎会開授業
身 体 教 室 自 室(映像)
視 点 本 Å 他 者(2画面)
発 言 口 頭 文 字
(回想) (確認可)
時 間 連続的 断片的一方向 ランダムアクセス
議論の進行 構造的 拡散的









































































本稿 で 報 告 し た 取組みは,京都大学高等教育研究開発
推進セ ン タ ー 高 等 教 育教授システム研究開発部門の教員
スタッ フ と の 共 同 実 践および研究の成果である｡また,
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